外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　18年　1月　6日（金）

　　　　　　　　　司会　小田　朱里　　　記録者　下舘　静香

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	木村
	月舘
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	山口　　
	菅野
	高田

	○
	○
	欠勤
	○
	○
	残り番
	公休
	○
	残り番
	○
	○
	〇
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること

＜連絡事項＞

· 通所リハビリテーション棟の水道元栓故障について、現在応急処置し使用可能な状態になっている。その為、室内から元栓を操作することは可能であるが、操作が不可能となった場合は室外から操作行い、確実に水抜きして帰る事とする。現在部品は発注を欠けている状態で、届き次第工事行うこととなる。

＜外来より情報提供＞

· 関口　禅様　～3月に八戸赤十字病院にて胃の検査あること話されている。胃カメラを飲む際に、
　　　　　　　10分程度肩を下にした状態で寝ていなければならないが、五十肩で痛みがある
　　　　　　　ため30秒程度しかその状態でいられなく、検査が出来るかどうか不安だ
　　　　　　　と話されている。八戸赤十字病院でそのことについて相談するように助言している。

· 横町　浩様　～正月中は餅を食べず運動していたから89㎏にやせたと話されている。

· 田名部　一樹様～正月中は家族と過ごし楽しかったこと話されている。便通について、下剤を服用
　　　　　　　すると問題ないと話されている。

· 田名部　浩平様～本日外来受診ではないが、外来待合室にて太極拳を行ったり、ソファーで寝てい
　　　　　　　る事見られる。そのことについて指摘すると「タバコを吸いに来た」「今日は診察
　　　　　　　だから」「ジュース飲みに来た」と、理由が二転三転すること見られている。

· 森田　清助様～血圧高値見られているため、ナイトケアで毎日血圧測定し1週間毎に外来カルテに
　　　　　　　添付すること。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～本日18：00より、本人・ご家族・デイケアスタッフの三者で面談実施予定。
　デイケア利用者の関秀治様と交際しているとのことで、それに伴って、

①本人母様が自車に関様を乗せ、本人を含めた3人でドライブに出かけたこと

②本人から関様にあてた青山荘への毎日の電話

③デイケア内での双方の関わりが徐々に密になってきていること

④双方の関係により、関様及び他メンバーへの影響が見られること

⑤本人の参加状況が、関様の出欠に左右されてきていること

が見られている。そのため面談の内容を、デイケアの枠組と本人のデイケア利用

目的について再確認することとしている。

· 佐藤　朗子様～昨日、本人・青明舎スタッフ・デイケアスタッフの三者で面談実施。年末に自身で
　　　　　　　ハローワークにて求人公募を探し、青明舎及びデイケアには相談せずに就職面接を
　　　　　　　受けていたことがあり、一般就労までは訓練などを利用して徐々に慣れていくこと
　　　　　　　が必要である事を説明している。また現在の生活状況や体力面を踏まえ、どのくら
　　　　　　　い働けるかを確認したところ「週に3日、一日3時間くらいなら出来そうです」と
　　　　　　　話されている。訓練先の希望としては「寿楽荘（老人ホーム）に知り合いがいるの
　　　　　　　でそこに行ってみたい」と話される。月・火・水は職場訓練、木は外来受診、金は
　　　　　　　デイケアで就労前準備段階プログラムに参加したいと話されている。
　　　　　　　次回受診時、主治医に職場訓練について相談すること、主治医の許可がでれば意見
　　　　　　　書作成してもらい、ハローワークに登録することを説明している。また、職場見学・
　　　　　　　実習については青明舎で調整する事、デイケアでは本人の課題である体力作り・対
　　　　　　　人関係面での自信の獲得、起床時間を主とする生活リズムの確立を目標として進め
　　　　　　　ていくこととなる。

· 川口　八寿子様～就労前準備段階プログラムへの参加希望聞かれている。就労することを母様が反
　　　　　　　対されている事もあり、母様にプログラムに参加することに関して予め話をするよ
　　　　　　　うに説明している。母様より、就労することが目的ではなく自身のためになるから
　　　　　　　参加したいと説明したところ了解してもらえたとのこと。プログラム参加により状
　　　　　　　態悪化、就労への期待感が強まる事が懸念される為、再度母様への確認と本人様へ
　　　　　　　の詳細の説明を行うこととしている。

· 庭野　弘樹様～昨日就労前準備段階プログラムについて電話にて説明行っている。本人の参加希望
　　　　　　　について確認すると「ぜひ参加したいです。今すぐにでも参加したいと思っていま
　　　　　　　す」との返答聞かれる。スタッフより、あくまで就労前準備のプログラムのため過
　　　　　　　度な期待をしないこと、焦らずに行っていくことを説明し参加予定としている。

